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●利用しやすく、海辺へのアクセスしやすい、バリアフリーに配慮した海岸づくり

宮崎港海岸（宮崎県） 博多港海岸（福岡県）

新潟港海岸（新潟県）

現状の海辺の姿 目指すべき海辺の姿

●里浜づくりの具体的イメージ

海辺の環境の悪化 
海辺の魅力の低下 

 

人と海辺との 
関わりの多様化 海辺の魅力の向上 

悪循環 

海辺を大切にする人が増える 

市民・地域社会 
の共有財産 
海辺の楽しみが 
増える 

好循環 
人と海辺の関わりを 
単調にし、海辺を 
楽しみ、大切にする 
ことを忘れさせた 

海辺の
ポテン シャルの拡大

新たな海辺 の文化創造

現状の海辺の活動ポテンシャル 現状の海辺の活用状況 

海水浴に偏重した利用 

海辺の文化が乏しいものに 
↓ 

海水浴 

ビーチ 
スポーツ 

自然体験・ 
環境教育 

マリン 
スポーツ 

散策 
自然保護 
活動 祭事 

美化活動 

海辺の環境の改善 
＝海辺の魅力の増大 

現在のポテンシャルの活用 

自然保護 
活動 

美化活動 

祭事 海水浴 

散策 

自然体験・環境教育 ビーチスポーツ・ 
マリンスポーツ 

文化の活発化 

環境意識の向上 教育効果 

地域振興 

●地元住民等の日常管理への参画

② 地域住民、NPO等との連携強化等地域と一体となった海辺の創造

地域住民やNPO等との連携強化等により、地域の自然環境や地域固有の歴史を生かした海辺と人々の

つながりの密接化を促進し、多様で豊かなかつての海辺と人々のつながりを現代の暮らしに叶う形で蘇ら

せる里浜づくりを推進する。

2『暮らし』生活空間の充実等を通じた豊かな生活の実現

① 少子・高齢化に対応した快適な海辺の実現

バリアフリー化等により海岸を訪れる全ての人々が利用しやすく、地域の教育・福祉等と連携した海岸

整備を推進する。

○事業費約65億円（対前年度比1.027）、国費約37億円（対前年度比1.140）

指標：人々が海辺に親しむことのできる海岸の延長【約6,700km（H14）→約6,760km（H15実績値）→約6,800km（H19）】

第二部　海岸事業等


